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隈
元　

 

新

伊
佐
市
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

31
年
の
新
年
を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
制
施
行

10
周
年
を
記
念
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
華
や
か
さ

の
中
に
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
生
ま
れ
て
10

年　

こ
の
さ
き
10
年　

君
と
共
に
育
つ
ま
ち
」
を

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
４
月
に
発
生
し
た
硫
黄
山
噴
火
に
伴

い
、
川
内
川
流
域
の
水
田
の
稲
作
を
断
念
す
る
と

い
う
か
つ
て
経
験
の
な
い
困
難
な
状
況
に
直
面
し

ま
し
た
が
、
農
家
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ

ま
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
で
、
30
年
間
続
い
た
平
成
の
時
代

が
終
わ
り
ま
す
。
戦
後
の
昭
和
時
代
を
知
っ
て
い

る
私
に
は
、
平
成
は
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
経
済
成
長
を
謳
歌
し
た
時
代
か
ら
、

バ
ブ
ル
崩
壊
で
「
失
わ
れ
た
20
年
」
と
呼
ば
れ
る

低
迷
期
と
な
り
、
二
度
の
大
震
災
や
相
次
ぐ
天
災

か
ら
の
復
興
、
少
子
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、

平
成
は
昭
和
の
価
値
観
を
超
え
て
、
新
し
い
社
会

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
伊
佐
市
の
10
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
の
時
代
背
景
に
例
え
る
と
、
明
治

10
年
ま
で
の
「
御
一
新
」
と
言
わ
れ
た
10
年
間
の

よ
う
に
思
え
ま
す
。
元
号
が
新
し
く
な
る
こ
と
に

合
わ
せ
、
伊
佐
市
も
西
南
戦
争
後
の
明
治
の
ご
と

く
新
し
い
時
代
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

伊
佐
市
の
こ
れ
か
ら
の
主
な
事
業
と
し
て
、
今

温
故
知
新

年
か
ら
２
年
間
か
け
て
市
内
の
全
小
・
中
学
校
に

空
調
設
備
を
整
備
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所

新
庁
舎
建
設
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
が
、
先
ず
は
川
内
川
流
域
の
水
田
の

稲
作
に
つ
い
て
、
農
家
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
万
全
な
対
応
で
再
開
い
た
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
よ
う
に
、
い
つ
の
時
代
も
未
来
を

拓
い
て
い
く
の
は
若
者
で
す
。
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
で
何
事
に
も
挑
戦
で
き
る

若
い
世
代
の
発
掘
や
育
成
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
市
民
の
生
活
や
地
域
づ

く
り
も
、
若
い
世
代
の
活
発
な
活
動
が
あ
っ
て
こ

そ
で
き
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
10
年
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
先
の
10

年
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
門
出
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
私
の
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

い
に
し
え
の
道
を
聞
き
て
も
唱
え
て
も

我
が
行
い
に
せ
ず
ば
か
い
な
し

～
島
津
日
新
公
（
い
ろ
は
歌
）
～

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

New Years greetings 2019
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伊
佐
市
議
会
議
長

緒
方　

重
則

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
12
月
３
日
に
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
緒
方
重
則

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
市

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
合
格

　

さ
て
、
今
上
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
の
世
界
で
は
米
ソ
冷
戦
が
終
結

し
、
国
内
で
は
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
、
バ
ブ
ル
絶

頂
期
で
日
経
平
均
株
価
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
で
上
昇

し
、
最
高
値
３
８
、９
１
５
円
で
元
年
を
締
め
く

く
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
長
期
に
わ
た
り

経
済
低
迷
期
を
迎
え
た
こ
と
は
皆
さ
ま
も
重
々
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
失
業
率
も
高
く
、

買
い
手
市
場
で
は
賃
金
も
期
待
で
き
ず
、
経
済
は

落
ち
込
む
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
な
の
か
、
国
の

税
収
等
の
伸
び
、
失
業
率
の
改
善
ど
こ
ろ
か
売
り

手
市
場
へ
と
変
遷
し
、
日
本
経
済
は
先
行
き
が
明

る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
安
堵
感
を
覚
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
上
昇
気
流

を
し
っ
か
り
つ
か
ま
え
て
、
経
済
発
展
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
期
待
を
強
く
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
も
本
年
４
月
ま
で
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
山
あ
り
谷
あ
り
の
平
成
時
代
も
「
終
わ
り

よ
け
れ
ば
全
て
よ
し
」
の
ご
と
く
、
及
第
点
を
も

凌
ぐ
「
平
成
合
格
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
迎
え
る
新
元
号
の
時
代
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
が
普
及
し
、
日
常
生
活
の
環
境
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
変
化
は
良
い
方
向
に
向
け
て
の

み
進
み
ま
す
の
で
、
大
い
に
想
像
の
域
を
越
え
る

よ
う
な
期
待
を
抱
い
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
そ
の

時
が
く
る
の
を
心
待
ち
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
市
議
会
と
し
て
、
対
外
的
に

は
観
光
浮
揚
対
策
、
特
別
支
援
学
校
誘
致
活
動
の

推
進
、
山
林
の
保
全
に
努
め
、
内
的
に
は
条
例
制

定
の
政
策
形
成
、
執
行
部
の
監
視
、
議
会
だ
よ
り

の
充
実
、
そ
し
て
議
員
定
数
の
適
正
化
も
実
施
し

て
、
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
新
元
号
が
希
望
と
自
信
を
持
て
る
意

味
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く
願
い
、
元
年
が
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。



　平成 29 年度の一般会計決算について、お
知らせします。
　 一 般 会 計 の 決 算 の 規 模 は、 歳 入 190 億
7,475 万円、歳出 185 億 6,552 万円となって
います。歳入と歳出の差し引き額は、５億
923 万円です。これには、翌年度に繰り越す
べき財源の 4,214 万円が含まれていますので、
これを除いた実質収支は、４億 6,709 万円と
なります。また、実質単年度収支は、１億
5,633 万円となっています。
　今後も財政調整基金に依存しない健全な財
政運営に努めていきます。
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　　市    税
33億 1,000 万円　17％

  地方譲与税
１億5,000万円　１％

県支出金
22億 2,000 万円

　12％

国庫支出金
21億 2,000 万円

　11％

市    債
29億 5,000万円

　15％

地方交付税
58億 7,000 万円　31％

※金額及び比率は、端数調整し、
　わかりやすく表記してあります。

分担金及び負担金
1億 8,000 万円　１％

寄附金　   
１億 3,000 万円　１％

諸収入
４億7,000 万円　３％

使用料及び手数料
2億 1,000 万円　１％

繰入金　
２億 5,000 万円　１％

財産収入
9,000 万円　０％

繰越金　5億 9,000 万円　3％

自主財源
27％

依存財源
73％ ｛

　交付金等
5億 3,000 万円　３％

歳入

歳入　190 億 7,475 万円

F i n a n c i a l 　 C o n d i t i o n s

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源。
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源。
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部について、地方自治体間にある財源
　　　　　　の不均衡を調整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所に
　　　　　　よって差のないようにするため、地方公共団体の財政状況に応じて交
　　　　　　付されるお金。国から地方への「仕送り」といわれている。
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金。
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県
　　　　　　から交付されるお金。
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すこと
　　　　　　が決まっている財源を差し引いたもの。
実質単年度収支　財政調整基金（将来に備える貯金）の増減を見る指標。

平成 29 年度決算
一般会計

伊佐市の

財政状況
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民生費
58億 2,000 万円

　31％

労働費　1,000 万円　０％
商工費　２億 5,000 万円　１％

災害復旧費　１億3,000 万円　１％
議会費　１億4,000 万円　１％

農林水産業費
13億 2,000 万円

7％

土木費
12億 3,000 万円

７％

    消防費
６億6,000 万円　４％

公債費
16億 2,000 万円

　９％

衛生費
37億円
　20％

義務的経費
40％

その他の
経費
32％

投資的経費
28％

教育費
15億 5,000 万円

８％

※金額及び比率は、端数調整し、
　わかりやすく表記してあります。

普通建設事業費 　    50 億    2,000 万円

災害復旧事業費 　   　　   7,000 万円

合　　計 　 50 億 9,000 万円

生活支援経費 　 38 億 4,000 万円

人件費 　 20 億 2,000 万円

借金返済 　 16 億 2,000 万円

合　計 　 74 億 8,000 万円

歳出

歳出　185 億 6,552 万円

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費。
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費。
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）。

用語の説明国保会計等への繰出金 　    18 億 4,000 万円 

物件費 　    17 億 3,000 万円

一部事務組合（未来館等） 　     ８億 5,000 万円

補助費等 　     ８億 4,000 万円

積立金 　     ５億 1,000 万円

維持補修費 　     １億 3,000 万円

投資・出資金・貸付金 　　　          9,000 万円

合　　計         59 億 9,000 万円

民生費 総務費衛生費

公債費 農林水産業費

土木費

教育費

消防費 商工費

災害復旧費議会費 労働費

50,110 円

220,692 円

46,489 円

80,603 円

58,943 円

9,422 円

4,986 円5,455 円 353 円

140,133 円

25,145 円

61,362 円

のサービス内訳

市民一人あたり

（総額 : 703,693 円）

基準 Ｈ 30.03.31 時点の
26,383 人で算定

総務費
21億 3,000 万円

　11％
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「 働く」ことを 応援する
さまざまな 機関 があります

ハローワーク大口（公共職業安定所） あいらいさ障害者就業・生活支援センター

障がい福祉サービス事業所　（就職に向けた準備訓練に取り組む通所サービス）

工房あけぼの

問い合わせ先　伊佐市自立支援協議会  就労支援部会（事務局：福祉課障がい者支援係）　☎㉓１３１１

　市では、地域で安心して自分らしい生活が送れるよう、
相談や情報提供を行っています。

　就職を希望する障がい者の就職の相談や仕事の
紹介、就職した後の相談や支援を行っています。

　就職を希望する障がい者や在職中の障がい者が
抱える悩みに、雇用及び福祉の関係機関と連携し
ながら就業面や生活面の支援を行っています。

事業内容　①野菜・加工グループ、洗濯・木工グループ
　　　　　②パン工房アンファン　③ナチュラルカフェミモザ
開所日時　①月～金　8：30 ～ 16：30
　　　　　②月・火・木・金・土　8：30 ～ 16：30
　　　　　③月・木・金・土・日　8：30 ～ 16：30
■住　所　大口大田 132　■連絡先　☎㉓０３２２

（就労継続支援 B 型・就労移行支援）

ワークセンターあかり （就労継続支援 B 型）

事業内容　農作業、野菜販売、室内作業、公園清掃、梅収穫及び　
　　　　　管理作業、曽木の滝温泉センターでの接客・清掃作業
開所日時　月～金　9：30 ～ 15：30　※相談に応じます。
■住　所　大口宮人 1736-58　■連絡先　☎㉘０２０２

就労支援センター  なないろ

事業内容　ペットのお世話、清掃、管理全般、服飾類のタグ付け　
　　　　　作業、軽作業
開所日時　月～金　9：00 ～ 15：00
■住　所　大口上町 14-12　■連絡先　☎㉙４７７７

（就労継続支援 B 型）

ワークプラザひまわりの家

事業内容　加工事業（味噌・加工商品づくり）、生産事業（農業）、
　　　　　清掃作業、アクリル製品づくり等
開所日時　月～土　9：00 ～ 16：00
■住　所　大口曽木 885　■連絡先　☎㉕２１０６

（就労継続支援 B 型）

いさ工房

事業内容
ビーズキーホルダー・アクセ
サリー作り、包装、販売、編
み物（アクリルたわし・編
みぐるみキーホルダーなど）  、
室内でできる軽作業
開所日時
　月～金　9：00 ～ 15：00
■住　所　大口里 127-8
■連絡先　☎㉘１７７７

（就労継続支援 B 型）

あけぼの
　地域で生活している障がい
のある人やそのご家族の日常
生活の支援や相談を受け付け、
行政・関係機関との連携調整
を行います。
　お気軽にご相談ください。

開所日時
　月～金　9：00 ～ 16：00
■住　所　大口大田 68
■連絡先　☎㉓０５６９

開所日時　月～金（土日・祝日を除く）
　　　　　8：30 ～ 17：00　
■住　所　大口里７６８番地１　
■連絡先　☎㉒８６０９　　㉒５６２７

開所日時　月～金（土日・祝日を除く）
　　　　　9：00 ～ 17：00
■住　所　霧島市国分中央１丁目４番２３号
■連絡先　☎０９９５・５７・５６７８　　　　
　　　　　　０９９５・５７・５５２２	

働きたいと考えている
障がいのある人へ

地域活動支援センター
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試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉
若
干
名

※
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉　   

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉　
　    

若
干
名

※
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務

　

に
従
事

受
験
資
格

　

次
の
試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満

た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

　

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

　

ん
。

※
点
字
に
よ
る
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

（
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

（
今
春
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

（
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

１
月
27
日
（
日
）

　

８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
・
土
木
〉

　

１
月
27
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及

び
発
想
力
テ
ス
ト

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

保
健
師
に
関
す
る
専
門
試
験
及
び

発
想
力
テ
ス
ト

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験

及
び
発
想
力
テ
ス
ト

第
２
次
試
験　

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採
　
　
用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
し
、
４
月
以
降
、
必
要
に

応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込

書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）

に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
82
円
切
手
を
貼
っ

　

た
返
信
用
封
筒
を
同
封

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
１
月
11
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
・
祝
日
及
び
12
月
29
日
（
土
）

　

～
１
月
３
日
（
木
）
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）

　
　

☎
�
１
３
１
１

平成 30 年度

伊佐市職員採用
試験（追加募集）

伊佐市消防出初式

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎�１３１１

パレード　　　　時出発（雨天中止）
コース　大口元気こころ館 ～ 伊佐市陸上競技場

１２

１３  式　典　  　　　時～
場　所　伊佐市陸上競技場
　　　　※雨天時は伊佐市文化会館
内　容　操法、規律訓練、伊佐市消防団梯子隊演技、
　　　　大口幼稚園幼年消防クラブ集団演技、一斉
　　　　放水（式典終了後）
　　　　※表彰は伊佐市文化会館で行います。

１月 日１３ 日
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行政からのお知らせ

　誕生月の初旬に日本年金機構から書類が届き
ます（１日生まれの人は前月初旬）。20 歳の誕
生日前日以降 14 日以内に市役所の国民年金窓
口で手続きを行ってください。
　学生納付特例申請を行う場合は、学生証の写
しまたは在学証明書が必要です。代理人が手続
きを行う場合は、本人の印鑑（認印）が必要です。

手続き方法

　所得が少ないため、国民年金の保険料を納め
ることが困難な人には、納付が免除または猶予
される制度があります。

保険料を納めるのが困難なときは
　承認された期間は、障害年金請求時の納付要
件や老齢基礎年金を受け取るための期間に算入
されますが、② ③の制度については、将来受
け取る老齢基礎年金へは反映されません。①に
ついては一部分の反映があります。
　また、収入を得られるようになり保険料の納
付が可能となれば「追納制度」を利用して、将
来受け取る年金を増額することができます。

①「免除（全額・一部）制度」
②「学生納付特例制度」（学生のみ）
③「納付猶予制度」（50 歳未満）

納付方法

※保険料を安く納める方法として、早めに
　納める「前納制度」もあります。

　国民年金は、老後やいざというときの生活を現役世代みんなで支え合うた
めの制度です。国内に居住する自営業、学生または就職をしていない人で、
20 歳～ 60 歳の人は国民年金に加入し、保険料を納めることになります。

問い合わせ先　市民課市民係・地域総務課市民窓口係　☎㉓１３１１
　　　　　　　加治木年金事務所　　　☎０９９５・６２・３５１１

歳になったら国民年金２０新成人の皆さんへ

６５歳以降、老後の
生活を支えます。

加入者が亡くなったとき、子
のある配偶者や子を支えます。

病気や事故で障がいが
残ったときに支えます。

基礎年金障害 基礎年金老齢基礎年金遺族

口座振替 金融機関・郵便局・
コンビニ等の窓口

クレジットカード
納付

電子納付
（ペイジー）

　伊佐市教育委員会スポー
ツ推進課は、１月４日（金）
から菱刈カヌー競技場艇庫
で業務を行います。（旧事
務所：市役所菱刈庁舎）

スポーツ推進課の事務所移転のお知らせ

今の
“まさか” に

将来の
“まさか” に

老後の
“安心” に

今も将来も老後も。国民年金は一生のリスクの備えです。つのメリット３  

〒８９５—２７０８
伊佐市菱刈川北２３２８—１

伊佐市菱刈カヌー競技場艇庫内
伊佐市教育委員会スポーツ推進課

（スポーツ係、国体・高校総体推進係）　☎㉘１０７３・　㉘１０７８

連連 絡絡 先先
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相談無料

電話相談も
可能です

「ほっ！と相談」の開催
　辛い、不安、心配、そんな気持ちを持ち続けていませんか。精神対話士が相談に応じ、将来の希望
や心配ごと等の解決に向けて一緒に考えます。事前予約が必要で、秘密は厳守します。
期　　日　▶１月 13 日（日）、19 日（土）、20 日（日）、27 日（日）
　　　　　▶２月３日（日）、10 日（日）、17 日（日）、23 日（土）、24 日（日）
時　　間　13 時～ 17 時
場　　所　霧島市国分公民館３階小研修室（国分シビックセンター内）
対 象 者　39 歳以下の人とその保護者等の相談も可
相談・問い合わせ先
一般財団法人メンタルケア協会鹿児島事務所（肥後）　☎０８０・８３９７・９５０７

結核検診を受診していない皆さまへ
　平成 30 年度結核検診（レントゲン撮影）を行います。前回（８月 16 日～９月３日）受診して
いない人は受診してください。受診券に記載された日時に受診できない場合は、下の日程表で都合
のよい日時に受診してください。なお、受診券が無い人も無料で受診できます。
　レントゲン車による巡回検診です。時間を守ってお越しください。

対 象 者　昭和 29 年４月１日までに生まれた人（年度末年齢 65 歳以上）
※平成 30 年４月以降に受診済みの人や病院などで受診予定の人、肺がん検診を受診した人は対象外です。

問い合わせ先　市民課健康推進係　☎㉓１３１１

日付 場所 時間 場所 時間
  伊佐市役所（大口庁舎）中庭     9 : 00 ～       9 : 10   下目丸公民館 11 : 30 ～ 11 : 40
  木ノ氏公民館     9 : 30 ～       9 : 40   元町団地内（大口） 13 : 10 ～ 13 : 20
  戸切（旧小田原ストアー駐車場） 10 : 00 ～ 10 : 10   水ノ手公民館 13 : 40 ～ 13 : 50
  篠原公民館 10 : 30 ～ 10 : 40   大口元気こころ館駐車場 14 : 10 ～ 14 : 20
  北さつま農協旧東支所跡 11 : 00 ～ 11 : 10
  花北営農研修センター     9 : 00 ～       9 : 10   青木元地区教育集会所 11 : 30 ～ 11 : 40
  下手下集会施設     9 : 30 ～       9 : 40   本城校区集会施設 13 : 10 ～ 13 : 20
  北さつま農協旧曽木支所跡 10 : 00 ～ 10 : 10   岩坪営農研修センター 13 : 40 ～ 13 : 50
  西太良地区コミュニティセンター 10 : 30 ～ 10 : 40   まごし館駐車場 14 : 10 ～ 14 : 20
  針持青少年センター 11 : 00 ～ 11 : 10
  旧中央公民館跡（西冨士横）     9 : 00 ～       9 : 20   尾之上公民館 11 : 40 ～ 11 : 50
  上林商店倉庫（旧農協郡山出張所）     9 : 40 ～       9 : 50   山野基幹集落センター 13 : 20 ～ 13 : 30
  小木原中公民館 10 : 10 ～ 10 : 20   北さつま農協旧平出水支所跡 13 : 50 ～ 14 : 00
  小木原上中公民館 10 : 40 ～ 10 : 50   旧大田グラウンドゴルフ場 14 : 20 ～ 14 : 30
  石井公民館 11 : 10 ～ 11 : 20
  田中ふるさと館     9 : 00 ～       9 : 20   湯之尾校区集会施設 11 : 40 ～ 11 : 50
  田中上集会施設     9 : 40 ～       9 : 50   築地集会施設 13 : 20 ～ 13 : 30
  徳辺上集落センター 10 : 10 ～ 10 : 20   共進地区教育集会所 13 : 50 ～ 14 : 00
  ひまわり館 10 : 40 ～ 10 : 50   まごし館駐車場 14 : 20 ～ 14 : 30
  猶原地区集会施設 11 : 10 ～ 11 : 20
  ドラッグストアモリ大口店     9 : 00 ～       9 : 10   宮人公民館 11 : 30 ～ 11 : 40
  鳥巣上公民館（旧農協鳥巣出張所）     9 : 30 ～       9 : 40   駅前公民館 13 : 10 ～ 13 : 20
  冨士福祉館 10 : 00 ～ 10 : 10   金波田公民館 13 : 40 ～ 13 : 50
  羽月地区公民館 10 : 30 ～ 10 : 40   大口元気こころ館駐車場 14 : 10 ～ 14 : 30
  湯ノ谷公民館 11 : 00 ～ 11 : 10

１
月 

21
日
（
月
）

１
月 

22
日
（
火
）

１
月 

23
日
（
水
）

１
月 

24
日
（
木
）

１
月 

25
日
（
金
）
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ISA City Topics

ISA City Topics
女子児童が神舞を披露（表紙）

　11 月 24 日、針持地区にある羽
は

神社の例祭
にて、針持小学校３～６年生の女子児童７人が
神舞を披露しました。
　この活動は今回で２回目となり、児童たちは
10 月末から昼休みや休日に練習を重ねてきま
した。
　当日は地域住民手作りの衣装に身を包み、鮮
やかな扇を翻しながら、平和を願う「浦安の舞」
を披露。児童たちは「緊張したけど楽しかった」
と笑顔で話しました。

　11 月 18 日に伊佐市文化会館にて伊佐市
市制施行 10 周年記念「いさ太鼓まつり」が
開催されました。
　県内外で活動する５団体が出演し、秋の伊
佐に太鼓の響きをとどろかせました。　
　合同演奏では全ての団体が共演し、太鼓と
ダンスによる迫力あるパフォーマンスを披露
しました。

心揺さぶる鼓動

　11 月 28 日、下手水天神社で例祭が行われ、
「錫杖踊り」が奉納されました。
　この踊りは、家内安全などを祈願し、右手
に錫杖、左手に山刀（カマ）を持って２列隊
形で踊ります。
　今年は地域の小学生４人と保存会合わせて
15 人が参加。歌い手の「おせろが山は前は
大川」の歌に合わせて、錫杖・山刀をシャン
シャンと振り鳴らし、見物客を魅了しました。

下手水天神社で錫杖踊り奉納
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N P O 法人バイオマスワークあったらし会

　鶴田ダム周辺の環境保全・美化・活性化に
尽力され、地域社会に貢献された功績が認め
られ、表彰されました。

演劇集団非常口代表　島田佳代さん（園田）

　劇作家・演出家として創作活動に精励され、
演劇文化の普及向上に貢献され、今後一層の
活躍が期待されるとして受賞されました。

　長年にわたり土地改良事業の推進に尽くし、
地域農業の発展に貢献された功績が認められ、
表彰されました。

永吉弘行さん（築地）

ダム建設功労者表彰

鹿児島県芸術文化奨励賞

土地改良事業功績者
農林水産大臣表彰

おめでとうございます

　11 月 22 日、伊佐市陸上競技場で消防ド
ローン操縦研修会が行われました。
　これは、災害現場等でドローンを十分に活
用できるよう操縦技術の正確性と迅速性を養
うために実施されたものです。
　指宿南九州消防組合・枕崎市消防本部・伊
佐湧水消防組合から 12 人の競技者が参加し、
近隣市町村の消防職員約 40 人が操縦技術を
見学しました。
　競技者は２コースに分かれ、個人と団体の
部で操縦技術を披露。主催である伊佐湧水消
防組合の前田健二消防長は「今回の研修会で
ドローンの導入や運用、訓練などの意見交換
をしていただき、実のあるものになれば」と
話しました。

ドローン操縦技術を披露

　旧大口中学校の昭和 48 年度卒業生が、「母
校で使ってもらえる、形に残る物を贈りたい」
との思いで、還暦記念に芝刈機を１機寄贈さ
れました。
　大口中央中学校の有村校長は、「以前は芝
刈機を他校から借りて使用していたので、と
てもありがたい」と感謝の気持ちを話されま
した。

大口中央中学校へ芝刈機を寄贈
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　伊佐農林高校の恒例行事「大農林館祭り」
が 12 月 7 日に行われました。
　生徒が育てた野菜や花、加工品等はとても
人気が高く、来場者が列をなして買い求める
ほどの盛況ぶりでした。
　また、今年は伊佐農林高校生と大口小学校
５年生が共同で田植え・稲刈りをしたもち米
も販売されました。当日、５年生の代表８人
がイベントに訪れ、その場で餅つきを披露。
出来上がったお餅を来場者に振る舞いました。
　児童たちは「お客さんにおいしいと言って
もらえてよかった」「いい経験になった」と
嬉しそうに話しました。

　12 月８日、伊佐市文化会館で市制 10 周
年を記念して、人形劇団クラルテの公演が行
われました。
　クラルテは大阪を拠点に全国的に活動して
いる劇団です。団員には、伊佐市出身で大口
子ども劇場にも所属していた日髙拍さんが在
籍しており、ふるさと伊佐での凱旋公演とな
りました。
　内容は、花から生まれた女の子の愛と優し
さが冬に春を呼ぶ物語。笑いあり、感動あり
の鮮やかな舞台展開に、観客も引きこまれて
いました。公演後、日髙さんは「知り合いの
方々によかったよと言ってもらえて涙が出そ
うだった。これから先 10 年、20 年がんば
っていきます」と話しました。

大盛況の大農林館祭り人形劇団クラルテ  伊佐で公演

　11 月 25 日、曽木の滝公園で恒例の「もみじ祭り」
が開催されました。
　今年も大口高校生プロデュースのステージショー
やスタンプラリー、パンフレット作成などの「おも
てなし企画」で来場者を楽しませました。
　また、今年は伊佐米を PR したいと市内高校によ
る牛・豚・鳥を使った丼ぶり企画が行われました。
販売されたのは、塩チャーシュースープ飯（大口高
校）、ローストビーフ丼（伊佐農林高校）、チーズタ
ッカルビ丼（大口明光学園）の３種類。それぞれ
100 食限定で提供され、完売する盛況ぶりでした。
　祭り前に２日間行われたもみじと滝のライトアッ
プも市内外から多くの方々が訪れ、祭りと合わせて
延べ２万人の来場者で賑わいました。

もみじ祭り、華やかに開催！
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　毎年 11 月 23 日に行われる「湯之尾神舞」
は室町時代末期頃から始められたといわれて
おり、県の無形民俗文化財に指定されていま
す。
　今年は伝承されている 26 番のうち、18
番までの舞を奉納。寒い中、長時間舞い続け
る舞人に、観客からは拍手が送られました。
　また、午前中には浜下りが行われました。
噛まれると無病息災のご利益があるとされる
獅

し し

子駒
こ ま

が駆け回る中、御神体を乗せた神輿は
湯之尾神社までの 1km を練り歩きました。

　11 月 29 日、菱刈環境改善センター１階
に更生保護サポートセンターが開所しました。
この事務所は、保護司の処遇活動に対する支
援や更生保護活動を行うための拠点となりま
す。開所式にて、保護司会長・中島一夫さん
は「これからも伊佐市の安心安全な明るいま
ちづくりに尽力して参ります」とあいさつさ
れました。
　更生保護サポートセンターでは、経験豊富
な企画調整保護司 22 人が交代で 1 人ずつ常
駐し、相談等に応じます。開所は平日 10 時
～ 16 時（第 1 月曜日は休み）です。

五穀豊穣・無病息災を願い奉納 更生保護サポートセンターが開所

　第 11 回伊佐市ふれあい駅伝競走大会が 12 月 2 日に開催されました。菱刈農村公園から陸上競技
場までの 10 区間 18.8km の新コースを各校区代表選手 170 人が競いました。結果は次のとおりです。

ふれあい駅伝競走大会　17 チームが力走

各チーム成績
優勝  大口東Ａ     59 分 56 秒
２位  田中Ａ １時間     １分 58 秒
３位  大口中央 １時間     ２分 18 秒
４位  羽月 １時間     ３分 03 秒
５位  山野 １時間     ３分 59 秒
６位  湯之尾Ａ １時間     ５分 48 秒
７位  忠元 1 時間      ６分 23 秒
８位  菱刈 1 時間      ６分 35 秒
９位  曽木 1 時間      ６分 44 秒
10 位  田中Ｂ 1 時間      ７分 15 秒
11 位  本城 1 時間      ７分 36 秒
12 位  平出水 1 時間      ８分 35 秒
13 位  大口東Ｂ 1 時間      ８分 42 秒
14 位  湯之尾Ｂ  1 時間 10 分 50 秒
15 位  田中Ｃ  1 時間 13 分 11 秒
16 位  針持 1 時間 14 分 31 秒
17 位  牛尾 1 時間 15 分 41 秒

区間賞（敬称略）
    １区   永里琉空（大口東Ａ）
    ２区   中島陸斗（大口東Ａ）
    ３区   中條幸大（大口東Ａ）
    ４区   江口亜美（大口中央）
    ５区   松木祐二（大口東Ａ）
    ６区   山田奏心（忠元）
    ７区   村田慎一（大口中央）
    ８区   長野心美（山野）
    ９区   原水幸一（大口東Ａ）
10 区   山脇秀和（大口東Ａ）

クラス優勝
Ａクラス 　大口東Ａ
Ｂクラス 　羽月
Ｃクラス 　忠元
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　　伊佐に移住して半年が経ちました。
　伊佐市地域おこし協力隊員の髙市です。
初めての冬を迎えてブルブルワクワクしています。
　私は、空き家バンクの運営と、移住・定住支援を行なっ
ています。空き家バンクは、2017 年 10 月に始まった制
度です。この 1 年で 10 件ほどの空き家に人が住み、新し
い暮らしが始まりました。これからも、伊佐市が住み良く、
人の顔が見える街になるようお手伝いをしていきますので、
どうぞよろしくお願いします。
　現在、伊佐市 定住促進サイト「ここがいーさ」を改修
中です。日々の暮らしや景色を撮影して新サイトに掲載し

ていきますので楽しみにしていてく
ださい（新年度にお披露目予定）。

　お気に入りの風
景を２つ紹介しま
す。場所が分かっ
た人は、お会いし
た時にこっそり教
えてください。

　　こんにちは。4 月に伊佐市に移住してきた中村です。
２歳と７歳の男児の母です。お母さんは小さなやる事が盛
り沢山ですが、伊佐の四季と自然を楽しむゆとりをもって
暮らしていきたいです。興味があることはいかに子育てを
楽しむか、野草あれこれ、
お味噌。今伊佐の皆さん
と一緒にやりたいことは、
おしゃべりと「伊佐の美
味しいがぎゅっと詰まっ
たみそ玉」作りです。そ
のうち一緒に作ったり、おしゃべり
しましょう。よろしくお願いします。

　　こんにちは。伊佐市地域おこし
協力隊員の林です。
　寒い季節になってきました。私は
築 100 年以上の古民家に住んでい
るので、たくさんの人から「凍死し
ないようにねー（笑）」と心配され
ています…。最初は室内にテント
を張っていま
したが、地域
の人に助けて
いただきなが
ら改修を進め、
少しずつ “普
通に” 住める家になってきました。
なんとかこの冬を生き抜きたいと思
います。
　協力隊員としては、伊佐市の観光
スポットやグルメ、面白い暮らしの
情報を発信したいと思い「イサタン」
という地域情報サイトを立ち上げま
した。パソコンやスマートフォンで
ぜひ覗いてみてください！

　次号から協力隊員の持ち回りで、
日々の取組みや伊佐で暮らしながら
気づいた楽しさ・面白さなどを掲載
していきます！
　どうぞよろしくお願いします。

地域おこし協力隊　通信

峻

知

由

林 峻 平

髙 市 知 美

中 村 由 佳

お菓子では
ないよ！

どこで
しょうか？

内窓や断熱障子を
手作りし、伊佐で暖
かい古民家暮らしを

めざしています！
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問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

今年度最後の
乳がん検診のお知らせ（脱漏検診）

平日９時～ 17 時

予・約・方・法

■ 料　金

　女性がかかるがんの中で最も多いのが乳がんです。発症のピークは 40
～ 50 歳代で、患者数は年々増加しています。早期に見つけてすぐに治療
を始めれば、約９割の人が治ります。定期的に乳がん検診を受診しましょう。

４０歳以上の女性（平成 31 年４月１日現在 ４０歳以上）
※平成 30 年９月の集団健診を受診していない人

 ・マンモグラフィ１方向（５０歳以上）　   １，０００円
 ・マンモグラフィ２方向（４０～４９歳）　２，０００円
 ・乳房超音波検査エコー（希望者のみ）  　４，５００円
※超音波検査のみの検査はできません。マンモグラフィ検査との併用になります。

■ 対象者

■ 検診日程・会場 ▶大口元気こころ館　　　２月１７日（日）
▶菱刈環境改善センター　２月１８日（月）

１．電話予約

● 博愛会健診事業部（相良病院） ☎ ０９９-２２４-１８２１

● スマートフォン・携帯用QRコード

案内に沿って申し込み
ください。

予約から検診の流れ

予約しないと受診
できませんので、
ご注意ください。

▼予約受付期間１月９日（水）～１６日（水）

● 市ホームページから申し込めます

２．インターネット予約 受付期間内の 24 時間いつでも OK ！

　  問診票を記入する（受診日の１～２週間前までに問診票が届きます）
※問診票は必ず記入してください。
　予約時間に変更がある場合は、早めに変更をしてください。

  　検診を受診する（検診会場５分前に会場にお越しください）
※受付 → 問診 → 検診の流れになります。受付から検診終了まで約 30 分です。

H30 伊佐市2月　乳がん脱漏検診用ＱＲコード

H30 伊佐市2月　乳がん脱漏検診用　　ＨＰ用バナー・リンク先アドレス

https://www.medical-rs.jp/kgsm_ld/HealthInsurances/insuranceAuth/insuranceId:494/insura

H30 伊佐市2月　乳がん脱漏検診用ＱＲコード

H30 伊佐市2月　乳がん脱漏検診用　　ＨＰ用バナー・リンク先アドレス

https://www.medical-rs.jp/kgsm_ld/HealthInsurances/insuranceAuth/insuranceId:494/insura

①伊佐市の乳がん検診を受診した
　いと伝える。
②希望日と時間（午前・午後）を
　伝える（先着順のため希望に添
　えない場合があります）。

①希望日と時間（午前・午後）等を
　入力する（希望日での入力ができ
　ない場合は、電話で相談してくだ
　さい）。

  　インターネットで予約する
　  電話で予約する1

1

2

3
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南三陸だより
Vol. 81

　

　

　

南
三
陸
の
平
成
30
年
を
振
り

返
る
と
、
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
や
高
台
移
転
宅
地
の
造
成
、

各
施
設
の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面

の
再
建
を
最
優
先
で
進
め
て
き

た
昨
年
ま
で
と
は
異
な
っ
た
復

興
を
実
感
し
た
１
年
で
し
た
。

２
月
の
地
方
卸
売
市
場
が
「
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
・
漁
港

認
定
」
を
取
得
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
７
月
の
全
国
高
校
野
球

宮
城
県
予
選
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
、
８
月
の
サ
ン
オ
ー
レ
海
水

浴
場
の
来
場
者
が
夏
季
シ
ー
ズ

ン
６
万
人
、
さ
ん
さ
ん
商
店
街

の
来
客
者
が
１
０
０
万
人
突
破

し
た
こ
と
、
10
月
の
志
津
川
湾

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
な
ど
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
基
盤
整
備
を
最
大
限

に
活
か
し
た
価
値
の
創
造
と
い

う
意
味
で
は
、
震
災
前
を
超
え

る
成
果
が
出
て
お
り
、
さ
ら
な

る
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
課
題
も
山
積
し
て

い
ま
す
。
人
口
が
震
災
前
と
比

べ
25
％
も
減
っ
た
影
響
で
、
労

働
者
不
足
は
顕
著
で
す
。
高
齢

化
率
も
非
常
に
高
く
、
将
来
に

対
す
る
不
安
の
声
も
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
抜

本
的
な
解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
あ
と
少
し
に
迫
っ
た
復
興

事
業
の
完
了
を
め
ざ
し
て
今
で

き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み

上
げ
て
い
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
た
く
さ

ん
の
町
民
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
た
１
年
で
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
た

こ
と
で
段
々
と
知
り
合
い
が
増

え
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
度

に
こ
の
ま
ち
に
馴
染
め
た
気
が

し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
残

り
の
任
期
も
全
力
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。（

若
宮
健
太
郎
）

ＫＯＢＡ式体幹
バランストレ ーニング

指導：Ｓライセンスマスタートレーナー　土生さとみ

★13
その綺麗な姿勢を保つと、身体のバラン

スを整えることができます。自分の

弱い筋肉をトレーニングしていきま

しょう。

①真っすぐに立ち、太ももの間
　に小さなボールまたはタオル
　を丸めたものを挟む

①片足を横に伸ばし、床に座る

②息を吐きながら、ゆっくり身体  
　を前にたおす
※無理のない範囲で少しずつ行う。

②息を吸って中腰の姿勢をとる
③息を吐きながら１０秒キープ

※慣れてきたら呼吸を止めないよう
　に２０秒・３０秒と時間を伸ばして
　いく。まずは１日１回、慣れてき
　たら１日３回行う。

内ももを鍛える内ももストレッチ

年末に「おすばで（酒の肴）
祭り」が開催予定です。毎年、
海産物を買い求めるお客さん
で賑わいます。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日　　　はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

※蔵書点検のため菱刈図書館は
　1 月 28 日～ 2 月 1 日は休館です。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　４年に一度のオリンピ
ックにも、なんと、おば
けが！でもこのお話を読
めば…。「バベルとバベ
ラ」「せんしゅむらのム
ーラムーラ」「ばっきん
メダル」など、オリンピ
ックのこわいおばけの話
全９話を収録。
　所蔵館：両館

　撮ってはいけない写
真、剥がしてはいけない
シール、見てはいけない
URL、探してはいけない
場所…。読み進めるほど
後悔する、13 の恐怖と
怪異の物語。本格ミステ
リ界の旗手が望む、初の
ホラー短編集。
　所蔵館：両館

そこにいるのに　似鳥鶏

（出版：講談社）

一  般

（出版：河出書房新社）

オリンピックのおばけずかん　斉藤洋

【　児　童　】 所蔵館
転校生は忍者？！ もとしたいづみ 両館
トンネルの向こうに マイケル・モーパーゴ 両館
星のひとみ せなけいこ 両館
保存食の大研究 中居惠子 大口

【　一　般　】 所蔵館
108 松尾スズキ 両館
雨上がり月霞む夜 西條奈加 両館
人生のピース 朝比奈あすか 大口
愉楽にて 林真理子 大口
人生 100 年時代の年金戦略 田村正之 大口

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　１月 15 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本等の
　　　　読み聞かせ

○

【１月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさ
と

伊
佐
図

○
○

図書館見学の様子

※菱刈図書館ではブックリサイクル
　コーナーを常設しています。定期
　的に入れ替えていますので、ぜひ
　ご利用ください！

大口小学校
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
係
・
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
㉓
１
３
１
１

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

１
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
結
核
検
診
、
認
知

　

症
講
演
会

飲
酒
運
転
取
締
り
の
強
化

　

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、

誰
も
が
な
り
う
る
病
気
で
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
介

護
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
ヒ
ン
ト
を
、
認
知
症
診
療
の
第

一
人
者
で
あ
る
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

の
繁
田
雅
弘
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

　

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
時
期
は
、
飲

酒
運
転
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
飲

酒
運
転
は
、
死
亡
事
故
な
ど
に
直
結
す

る
重
大
な
犯
罪
で
す
。
県
警
察
で
は
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
年
末
年
始
の
飲
酒
運

転
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
運
転
に
及
ぼ
す
悪
影
響

○
動
体
視
力
が
落
ち
、
視
野
が
狭
く
な

　

る
た
め
、
信
号
や
車
等
の
動
き
の
見

　

極
め
が
遅
れ
る
。

○
抑
制
が
と
れ
、
理
性
が
失
わ
れ
る
た

　

め
、
運
転
に
必
要
な
判
断
力
が
低
下

　

す
る
。

○
集
中
力
が
鈍
る
た
め
、
と
っ
さ
の
状

　

況
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
る
。

○
運
動
を
司
る
神
経
が
麻
痺
す
る
た
め
、

　

ハ
ン
ド
ル
操
作
等
が
遅
れ
が
ち
に
な

　

る
。

○
体
の
平
衡
感
覚
が
乱
れ
、
直
進
で
き

　

ず
蛇
行
し
た
り
す
る
。

○
眠
気
を
誘
い
、
前
方
不
注
視
と
な
る
。

飲
酒
運
転
を
手
助
け
す
る
よ
う
な
行
為

も
処
罰
さ
れ
ま
す

飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
に
車
両
を
提
供

し
、
そ
の
人
が
実
際
に
飲

酒
運
転
を
し
た
場
合

飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
に
酒
類
を
提
供

し
た
り
、
飲
酒
を
す
す
め

た
り
し
て
、
実
際
に
そ
の

人
が
飲
酒
運
転
を
し
た
場

合運
転
者
が
飲
酒
し
た
こ
と

を
知
り
な
が
ら
、
自
身
の

送
迎
等
を
要
求
し
て
同
乗

し
た
場
合　

◎車両提供罪◎酒類提供罪◎同乗罪

認
知
症
講
演
会
の
ご
案
内

日　　時　　　　　　　　　  
　　　　　14 時～ 16 時
　　　　　13 時 30 分開場
場　　所　菱刈環境改善センター
講　　師　繁田雅弘氏（東京慈恵会医科大学精神
　　　　　医学講座教授・首都大学東京名誉教授）
定　　員　３００人
申込期限　１月 18 日（金）
　　　　　※事前申込が必要です。定員になり
　　　　　　次第受付を終了します。
申込・問い合わせ先　長寿介護課

大口地域包括支援センター（大口庁舎）
☎㉓２３７７・　㉒５０３５

菱刈地域包括支援センター（菱刈庁舎）
☎㉖１３０７・　㉖１２０２

１月 26 日（土）

認知症を正しく理解し、地域で支える
～知っておくと得をすること～

演 

題

参加費

無料



【クロマメ煮汁】服用方法①
　クロマメ 50g を水 50 ㎖に５～６
時間浸け、強火で熱し、沸騰したら
弱火にします。糖尿病を改善したい
場合は、８～ 10 分で火から下ろし、
ろ過して服用します。高血圧の場合
は、20 分以上沸騰させ、ビタミン
やカルシウムをたくさん抽出させ効
果を高めます。

レシピ

問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341 または ☎ 0995・24・4631
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薬
草
を
食
べ
て
健
康
に

　

お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
に
か

か
せ
な
い
ク
ロ
マ
メ
は
「
ま
め

に
暮
ら
す
」
な
ど
健
康
を
意
味

し
ま
す
。
ク
ロ
マ
メ
は
咳
や
声

が
れ
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

煮
汁
を
服
用
す
る
と
よ
い
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ロ
マ
メ
の
効
能
で
最
も
注

目
す
べ
き
は
解
毒
作
用
で
、
普

段
の
食
生
活
で
体
内
に
蓄
積
し

た
食
品
添
加
物
等
の
毒
素
を
解

毒
し
て
体
外
へ
排
出
し
て
く
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ロ
マ
メ
は
む
く
み

を
取
り
除
く
利
尿
作
用
や

血
の
巡
り
を
よ
く
す
る
活

血
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
、

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク

＊
村
上
光
太
郎
著
「
食
べ
る
薬
草
事

　

典
」「
薬
草
を
食
べ
る
」
か
ら
出
典

イベント告知

野草薬草フェスティバル
　野草にふれて、食べて、学んでみませんか

期　日　３月２３日（土） 場　所　曽木発電所遺構展望公園内  伊佐薬草の杜

　「伊佐市・さつま町というエリアを『やさ
しいまち』というブランドで、訪れたくなる
まちにしたい」野草薬草プロジェクトは、そ
んな地域ブランディングに欠かせない “カラ
ダにやさしい” を創る取組みとして動き出し
ています。
　これは、DMO やさしいまちが掲げる「今
ある資源を活かした永続するまちづくり」と
して、豊富な自然とかつて島津藩が力を入れ
ていた野草薬草文化に光を当てた、誰もが参
加できるまちづくりプロジェクトです。
　さらに、野草薬草を用いた観光 “ウェルネ
スツーリズム” の開発も進めています。
　これは、ただ観光地を観に来るだけの通過

型の観光から「健康になるために、学びに、
体験しに、そして最終的には住むために人が
集まってくる」をめざしたまちづくり型の観
光です。
　今は多くの人が健康や食事に関心がありま
す。そしてなにより「やさしい」が嫌いな人
はいないでしょう。身近な野草薬草をつかっ
て健康になると、人に紹介したり、おもてな
しをしたくなります。
　その輪が広がれば、自然と伊佐・さつまに
はどんどん人が集まってくる…そんなまちに
なったらイイですよね！
　野草薬草に興味のある人はぜひ一緒にやり
ませんか。

蓄積された体の
毒を

除去するといわ
れる

クロマメ

ロ
マ
メ
き
な
粉
を
毎
朝
牛
乳
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
加
え
て
食
べ
れ

ば
、
美
味
し
く
手
軽
に
健
康
に

な
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
薬
学
博
士
で
崇
城

大
学
名
誉
教
授
の
村
上
光
太
郎

博
士
に
よ
れ
ば
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
に
強
く
作
用
を
現
す
服
用

方
法
①
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

優
れ
た
食
材
な
の
で
、
正
月

だ
け
で
な
く
、
健
康
な
暮
ら
し

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「野草薬草を使った健康まちづくり　あなたも参加しませんか」
地 域 を ブ ラ ン ド 化 し て 売 り 出 す
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伊佐市からのお知らせ

事
業
名

　

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業

（
通
称
：
降
灰
対
策
事
業
）

内
　
　
容

　

飼
料
作
物
収
穫
調
製
用
等
の
機
械
施
設
整

備
（
補
助
率
65
％
以
内
）

要
　
　
件　

３
戸
以
上
の
農
業
者
が
組
織
す

　
　
　
　
　

る
団
体
で
共
同
利
用
す
る
こ
と

募
集
期
限　

２
月
15
日
（
金
）

そ
の
他

　

組
織
名
・
構
成
員
・
導
入
予
定
機
械
の
見

積
書
と
カ
タ
ロ
グ
・
受
益
（
飼
料
収
穫
）
面

平
成
32
年
度
に
飼
料
作
物
収
穫
調
製

機
械
等
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
人

へ １
月
の
ご
み
収
集
日
変
更

　

自
治
会
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
燃
え
な

い
ご
み
（
赤
袋
）、
資
源
ご
み
（
緑
・
黄
袋
、

雑
誌
類
）
の
収
集
日
が
１
回
目
の
火
・
水
・

木
曜
日
（
1
～
3
日
）
に
該
当
す
る
地
区
は
、

収
集
日
が
翌
週
（
8
～
10
日
）
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
3
月
に
配
付
し
た
「
平
成
30
年

度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
㉒
１
０
６
０

県
営
住
宅
入
居
申
込
み

　

平
成
31
年
度
に
県
営
住
宅
の
入
居
を
希
望

す
る
人
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
公
開
抽

      6：00
　崎山東自治会（自治会館前の広場）
　崎山自治会（瀬戸口様宅前の広場）

17：00  　川西自治会（自治会館近く水田）

18：00

 　平出水校区コミュニティ協議会
　（平出水中央消防団詰所前）
　田原自治会（黒木浩二様宅前）
　小谷自治会（線路跡道路横）
　宮人自治会（宮人橋横の河川敷）

18：00
　尾之上自治会（広瀬橋垣内の水田）
　石井自治会（中村橋付近）
　高塚自治会（有木冨士美様宅道路横）

      6：00 　小川内自治会（小川内運動公園）

17：00
　下之馬場自治会（自治会館敷地内）
　八代自治会（寺師様宅横の空き地）

18：00
　田代自治会（丸目葊美様宅前）
　堂崎自治会（堂崎研修館前の水田）

17：30
　駅前自治会（大一会いろり近く畑）
　湯之尾校区コミュニティ協議会
　（鶴屋旅館裏の河川敷）

18：00

　大口東校区コミュニティ協議会
　（上青木瀬之口橋左側水田）
　木ノ氏地区（木ノ氏自治会館近く水田）
　本城荒田 （園川橋近く水田）
　主催：本城小おやじの会
　鳥巣上自治会（鳥巣上農道下の水田）
　金波田自治会（金波田集会広場前の水田）

１日
火

２日
水

問い合わせ先
企画政策課地域活力推進係　☎㉓１３１１

５日
土

３日
木

平成 30 年 12 月 5 日現在
※情報提供のあった自治会を掲載しています。

鬼火焚き情報
１年の無病息災

を祈願しま
しょう！

　

伊
佐
養
蜂
組
合
の
会
員
以
外
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
養
し
て
い
る
人
（
予
定
者
含
む
）
は
届

出
が
必
要
で
す
。
１
月
25
日
（
金
）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
届
出

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
し
て
い
る
人
へ

お
知
ら
せ

１月

は
不
要
で
す
。

○
花
粉
交
配
に
必
要
な
群
数
の
ミ
ツ
バ
チ
を

　

数
週
間
～
数
か
月
飼
養
す
る
人
で
、
ハ
チ

　

ミ
ツ
や
ミ
ツ
バ
チ
を
販
売
し
て
い
な
い
人
。

○
密
閉
構
造
の
飼
育
管
理
設
備
で
ミ
ツ
バ
チ

　

の
飼
養
を
行
う
人
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

積
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
回
希
望
さ
れ

て
も
平
成
31
年
度
に
採
択
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

選
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
抽
選
で
決
定

し
た
登
録
順
位
に
従
っ
て
空
き
家
の
紹
介
を

す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
金
）
～
28
日
（
木
）

抽
選
日　

３
月
12
日
（
火
）
10
時

抽
選
場
所　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊

　
　
　
　
　

佐
庁
舎
２
階
小
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動

産
大
口
支
所　
　
　
　
　
　

☎
㉓
３
８
７
０
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広告

農
家
さ
ん
へ　

転
作
・
二
毛
作
な
ど

の
交
付
金
の
支
払
い
条
件

（
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
）

　

自
分
の
農
地
以
外
で
交
付
対
象
作
物
を
耕

作
し
て
交
付
金
を
受
け
取
る
場
合
、
農
業
委

員
会
ま
た
は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て

必
ず
「
利
用
権
設
定
」
を
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
利
用
権
設
定
」
が
確
認
で
き
な
い
農
地
に

つ
い
て
は
交
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
農
業
再
生
協
議
会
（
農
政
課
内
）

☎
㉓
１
３
１
１

農
業
委
員
会　
　
　
　
　
　

☎
㉖
１
５
７
１

広告

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

　

小
学
１
年
生
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
の
治
療

の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
世
帯

の
合
計
所
得
が
３
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合　

　

⇨　

退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以

　
　
　

内
に
申
請

②
１
年
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
総
額
が

　

８
万
円
を
超
え
た
場
合

　

⇨　

平
成
30
年
１
月
～
12
月
の
分
を
平
成

　
　
　

31
年
１
月
～
３
月
末
に
申
請

③
助
成
対
象
の
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
世

　

帯
に
お
い
て
、
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年

　

間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
２
１
、
０

　

０
０
円
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
世
帯
の
子

　

ど
も
に
要
し
た
医
療
費
の
合
計
額
が
８
万

　

円
を
超
え
た
場
合　

　

⇨　

平
成
30
年
１
月
～
12
月
の
分
を
平
成

　
　
　

31
年
１
月
～
３
月
末
に
申
請

④
１
か
月
の
医
療
費
が
３
、
０
０
０
円
を
超

　

え
た
場
合
（
非
課
税
世
帯
に
限
る
）

　

⇨　

平
成
30
年
８
月
～
12
月
の
分
を
平
成

　
　
　

31
年
１
月
～
３
月
末
に
申
請

※
②
～
④
は
①
で
助
成
を
受
け
た
分
は
除
く
。

申
請
に
必
要
な
書
類

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

日
　
　
時　

１
月
20
日
（
日
）
13
時
～

　
　
　
　
　

開
場
12
時
～　

場
　
　
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

津
奈
木
町
岩
城
１
５
８
８
︱
２

演
　
　
題

　
「
な
ん
と
め
で
た
い
ご
臨
終
」
～
お
ひ
と

り
で
も
、
在
宅
医
療
は
叶
え
ら
れ
る
～

定
　
　
員　

先
着
４
０
０
人

入
場
料　

無
料
（
聴
講
券
が
必
要
）

在
宅
医
療
に
つ
い
て

医
学
博
士
小
笠
原
文
雄
氏
の
講
演

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
、
当
時
、

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
ま

た
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
覚
え
が
な
い
人

は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
最
寄
の
支
部
ま
た

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
実
に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
現
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
退
職
金
請

求 申
込
方
法

　

①
氏
名
・
性
別
・
年
齢
②
施
設
・
団
体
名

③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号
⑤
同
伴
者

を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
11
日
（
金
）

※
聴
講
券
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
６
・
８
４
・
９
９
９
６

０
９
６
６
・
８
４
・
９
９
９
７

m
azaikyo@

able.ocn.ne.jp
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伊佐市からのお知らせ

広告

応
募
資
格

○
昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
地
方
公
務
員
法
第
16

　

条
に
定
め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

○
保
健
師
、看
護
師
、介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

　

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
社
会
福
祉
士
の
い
ず

　

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

業
務
内
容

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
要
支
援
者
や

総
合
事
業
対
象
者
、
見
守
り
高
齢
者
等
の
相

談
や
お
宅
に
訪
問
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、
介
護
予
防
支
援

業
務
や
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
行
う

雇
用
開
始
日　

４
月
１
日
～

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時　

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

勤
務
日
数　

月
18
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

社
会
保
障　

健
康
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険

　
　
　
　
　

に
加
入

待
　
　
遇　

伊
佐
市
非
常
勤
職
員

選
考
方
法　

面
接

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法　

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
４
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

２
月
12
日
（
火
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５—

２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係

　

☎
㉓
１
３
１
１

介
護
予
防
専
門
員
募
集

伊
佐
市
土
木
・
公
園
作
業
員
募
集

勤
務
内
容

　

市
道
・
公
園
等
の
除
草
作
業
、
支
障
木
の

伐
採
及
び
側
溝
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
作
業

勤
務
日
数　

月
15
日
程
度

※
作
業
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

賃
　
　
金　

日
額
７
、
５
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
、
通

　

勤
手
当
あ
り

雇
用
条
件

　

健
康
で
草
刈
作
業
等
が
可
能
で
あ
り
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
。

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
開
始
日　

４
月
１
日
～

申
込
方
法

　

建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）・
市
民
課
（
大
口

庁
舎
）
に
あ
る
「
伊
佐
市
土
木
・
公
園
作
業

員
採
用
願
」
及
び
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
１
日
（
金
）

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

※
提
出
は
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）
で
も
可

　

☎
㉓
１
３
１
１

募　
　

集

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
31
年
度

の
学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業

者
を
募
集
し
ま
す
。
納
入
希
望

業
者
は
、
次
の
要
領
で
指
定

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
納
入
品
目

　

野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・
味
噌
類
、
麺
類
、

魚
介
・
か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、
豆
腐
類
、

学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
募
集

乾
物
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間

　

4
月
1
日
～
平
成
32
年
3
月
31
日

指
定
願
書
提
出
期
限　

１
月
25
日
（
金
）

※
指
定
願
書
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と

②
1
回
に
２
、
１
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　

よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る
こ
と

③
納
品
時
刻
が
確
実
に
守
ら
れ
る
こ
と

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
に
つ
い
て
は
、
月

　

1
回
以
上
の
検
便
を
受
け
る
こ
と

　

そ
の
他
、
品
質
等
の
基
準
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
︱
２
７
０
３

伊
佐
市
菱
刈
花
北
１
０
８
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉔
１
２
２
３

　

聞
こ
え
る
人
・
聞
こ
え
な
い
人
、
手
話
を

知
っ
て
い
る
人
・
知
ら
な
い
人
、
手
話
に
興

味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時　

１
月
27
日
（
日
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

工
作
実
習
室

問
い
合
わ
せ
先

手
話
サ
ー
ク
ル
コ
ア
ラ

　

☎
㉖
３
４
４
８
（
古
田
）

手
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
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（
11
月
６
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

大
迫　

柊し
ゅ
う
ま真
（
勇
樹
・
穂
奈
美
／
下
青
木
）

迫
田　

一い

ち

か
千
花
（
な
つ
み
／
牛
尾
）

田
中　

耶や
え衣
（
直
秀
・
由
佳
／
麓
町
）

唐
仁
原　

つ
む
ぎ

（
広
和
・
佳
奈
子
／
朝
日
ヶ
丘
）

中
東　

ゆ
の
（
尚
之
・
ゆ
り
あ
／
里
町
）

枦
木　

美み
ゆ結
（
駿
・
美
咲
／
荒
瀬
）

林　

來こ

こ

み
々
未
（
侑
也
・
香
菜
／
東
戸
切
）

前
田　

柊し
ゅ
う
ひ陽
（
祐
太
・
唯
／
麓
後
）

森
園　

涼り
ょ
う
が翔
（
晃
大
・
梓
／
篠
原
）

吉
永　

杏あ

り

ま
琉
茉
（
隆
太
郎
・
真
澄
／
朝
日
町
）

吉
永　

海か
い
と翔
（
健
太
郎
／
永
尾
）

和
田　

結ゆ
づ
き月
（
翔
・
三
枝
／
駅
前
）

※
９
月
受
付
分

有
薗　

奈な

み

ほ
美
穂
（
智
寛
・
成
美
／
湯
ノ
谷
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
12月活動

○大口小学校区

広告

通院バスをご利用ください（無料） 安全・安心な「三つ星業者」をご利用ください。

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

インターネット無料・ひかり通信完備

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

大・小型バス、ジャンボ・寝台・車椅子タクシー

公共交通機関として、皆様の足を守ります。

土地・中古住宅・山林、買取・仲介いたします。

ユーミー大口（水ノ手）1K・1LDK空室有

バス・タクシー部門 正社員 （女性歓迎 基本給140，000）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

（
11
月
２
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

尾
崎　

ト
ヨ　
　
　

97
（
山
ノ
口
）

片
平　

秀
人　
　
　

78
（
西
水
流
）

○
伊
佐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
（
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
対
す
る
寄
附
）

清
岡　

美
子　
　
　

84
（
西
本
町
）

田
島　

秋
雄　
　
　

89
（
一
ノ
渡
瀬
）

田
之
上　

洋
子　
　

81
（
陣
之
尾
）

冨
田　

豊
子　
　
　

95
（
上
青
木
中
）

橋
口　

信
雄　
　
　

86
（
白
ヶ
谷
）

道
川
内　

ア
ツ
子　

96
（
こ
と
ぶ
き
園
）

𠮷
田　

ツ
ユ　
　
　

95
（
朝
日
町
）

山
野
地
区

有
馬　

武
清　
　
　

86
（
小
木
原
上
中
）

糸
田　

昭
洋　
　
　

80
（
小
木
原
下
）

南
園　

睦
子　
　
　

89
（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

野
㞍　

サ
チ
子　
　

89
（
大
住
）

西
太
良
地
区

佐
土
原　

正
秋　
　

89
（
田
代
）

柚
木
崎　

重
雄　
　

95
（
馬
場
）

菱
刈
地
区

池
袋　

清
子　
　
　

94
（
麓
後
）

坂
元　

義
葊　
　
　

60
（
徳
辺
下
）

増
田　

近
夫　
　
　

93
（
築
地
）

松
山　

智
子　
　
　

86
（
薬
師
）

南
永
・
本
城
地
区

園
田　

和
美　
　
　

85
（
下
荒
田
）

藤
田　

淳　
　
　
　

96
（
本
城
宇
都
）

※携帯電話からも利用可能です。ダイヤル式電話・光電話・ＩＰ
　電話からは、「０９９・２５４・１１８６」　におかけください。

　　相談対応時間

月曜日～土曜日 19 時～翌朝 8 時

日・祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3） 8 時～翌朝 8 時

＃８０００
鹿児島県小児救急電話相談

（15 歳未満の子ども）

夜間における
子どもの急な

病気・けがなど
ご相談ください
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編
集
後
記

人口のうごき

H30.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

　

今
月
号
か
ら
新
連
載
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３
人
の
協
力

隊
員
の
生
活
や
取
組
み
な
ど
を
こ
れ
か
ら
毎
月

交
代
で
紹
介
し
ま
す
。
次
号
も
お
楽
し
み
に
！

　

さ
て
、
11
月
23
日
夜
に
は
湯
之
尾
神
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
前
中
に
行
わ
れ
た
豊
祭

も
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

浜
下
り
で
登
場
す
る
「
獅
子
駒
」
は
、
頭
を

噛
ま
れ
る
と
無
病
息
災
の
ご
利
益
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

こ
の
獅
子
駒
が
相
当
怖
い
よ
う
で
、
大
泣
き
で

逃
げ
る
逃
げ
る
。
負
け
じ
と
追
い
か
け
る
獅
子

駒
た
ち
、
そ
の
様
子
に
大
人
は
大
笑
い
で
す
。

実
は
私
も
ち
ゃ
っ
か
り
噛
ん
で
も
ら
っ
た
の
で
、

き
っ
と
今
年
も
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
賑
や
か
な
豊
祭
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
夜
は
厳
そ
か
な
「
神
舞
」

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
寒
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
も

お
身
体
に
は
気
を
つ
け
て
、
元
気
な
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
！

総人口　26,161 人　  （－       18）
　男　　12,164 人　  （－       14）
　女　　13,997 人　  （－          4）
世帯数　13,530 世帯  （－          1）
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ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

２
月
号
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
伊
佐
の
町

山
あ
い
の
道
か
ら
し
ば
ら
く
走
る
と
伊
佐
に
入
る

そ
し
て
そ
こ
に
あ
る
伊
佐
の
町

緑
の
山
々
に
透
き
と
お
る
川
の
流
れ

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
作
家
、
海
音
寺
潮
五
郎
や

お
い
し
い
焼
酎
、
お
米

ほ
っ
こ
り
温
か
い

笑
顔
に
出
逢
う
町

（
大
口　

Ｈ
・
Ｔ　

60
代
）

　
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
、
素
敵
な
詩
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
伊
佐
を
想
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

私
も
ほ
っ
こ
り
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（特産協会提供）
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         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344
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　羽月小の児童と楽しく昔
遊びをしました。お正月に
家族や親せきと一緒に遊ん
でくれたらと思います。
（羽月　ほうき星　70 代）

　一気に家族が増えました。
（菱刈　桜　30 代）

奥さつましずく
西本園のお茶

（100g）


